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と考えられてきた（Beck et al., 2004）。しかし、その概念的位置づけの曖昧さによって、量的研究に基づ
いた実証的知見が不足しており、非臨床群における周辺群の理解・援助に資する知見も乏しい（江上,  
2013）。そこで著者は、境界性 PD傾向・自己愛性 PD傾向・演技性 PD傾向・依存性 PD傾向・回避性
PD 傾向における自己や他者、他者との関係性に関する認知と対人関係上の特徴について、個人の認知
過程と対人間の認知過程の両側面から包括的に検討することを目的とした。 
（対象と方法）著者は、上記の目標を達成するために、研究 1～研究 8 の実証的研究を行った。研究






課題ならびに目的を示した（第 1章～第 3章）。第 II部（第 4章～第 6章）では実証的検討を行い、こ
れをもとに第 III部で総括（第 7章）を行っている。 
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を検討し、境界性 PD 傾向や回避性 PD 傾向が高い個人におけるネガティブかつ正確な評価予想や、演




 第 5章では、各 PD傾向と対人関係の質に関する認知との関連を検討している。研究 4では、他者と
の関係性に対する認知の基盤となる対象関係との関連を検討することで、各 PD 傾向が高い個人におけ
る関係性に対する認知の根本的特徴を明らかにした。研究 4の結果を踏まえ、研究 5では、各 PD傾向
と他者との関係性に対する欲求との関連を検討するために、2 つの研究を実施している。その結果、い
ずれの PD傾向も特定の友人に対する特徴的な接近-回避欲求と関連し、心理的対処反応との関連性によ
って明確に区別できることを明らかにした。研究 6 では、PD 傾向と友人間における関係性の認知の差
異との関連について検討し、いずれの PD 傾向が高い個人も関係性に対する評価において友人との間に
差異が見られ、それぞれの対人的不適応性を規定しうる認知バイアスを有することを実証した。 
 第 6章では、ソシオメーター理論（Leary et al., 1995）を踏まえ、PD傾向と自己評価との間の被受容
感・被拒絶感の媒介効果を検討している。研究 7・研究 8より、境界性 PD傾向・自己愛性 PD傾向・演












の特徴について詳細に検討した研究である。アナログ研究として多くのデータに基づき、5 つの PD 傾
向の個人の認知過程と対人間の認知過程に関する理論的な枠組みを提供しており、学術的意義だけでな
く臨床的意義のある論文と評価された。 
 平成 29年 1月 27日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明を求
め、関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、審査委員全員が合格と判定した。 
よって、著者は博士（心理学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める。 
 
